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 対象は呼吸器疾患患者 149 例について、入院時より３ケ月間褥瘡発生の有無を観察した。褥瘡発生の有無と入院時
の生化学検査データ（12 項目）および Braden Scale スコアを用いて、Cox 回帰分析を行った。 
 その結果、観察期間中に褥瘡発生を認めたのは 38 例であった。Cox 回帰分析の結果では褥瘡発生予測に有用な項
目として Braden Scale スコアは選択されず、ヘモグロビン、CRP、アルブミン、年齢、および性別が最も有効な組
み合わせとなった。この組み合わせにて多重ロジスティック解析を行い、褥瘡発生予測式を作成した。これより求め
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す褥瘡への有効な対策が重要となってくる。しかし現在臨床で用いられている褥瘡発生予測の方法は、満足のいくも
のではなく、効率の良い褥瘡発生予防の対策をとるためには、的確な褥瘡発生予測は欠かせない。 
 本研究においては、一般的によく実施される生化学検査項目を用い、呼吸器疾患患者を対象に検査データによる褥
瘡発生のリスク予測が可能であるかを検討した。これまでのリスク予測因子算出の手法とおおきく異なる点は、統計
処理に多変量解析を用いたことである。多変量解析を用いることでそれまでの単項目での評価と異なり、複数の項目
を組み合わせた予測指標を可能にし、既存の単一項目や看護師の主観による予測指標に比べ、褥瘡発生者を識別する
感度、特異度は有意に上昇させた。新しい褥瘡発生予測指標を用いた褥瘡予防対策により、発生率の減少をさせるこ
とが期待でき、さらに看護師の褥瘡対策にかかる労力の減少にも貢献が期待できる。また今回は呼吸器疾患の患者を
対象としたが、多変量解析を用いた褥瘡発生予測指標の算出方法は、今後様々な病態患者への応用が可能と思われ、
超高齢化社会における褥瘡対策の一助となる可能性がある。 
 以上の観点より、本研究は博士（保健学）の学位授与に値するものと考えられる。 
